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 植物は、寄生菌を認識すると、感染葉のみならず非感染葉においても、
植物ホルモンであるサリチル酸（SA）を生成し、全身獲得抵抗性（SAR）
を誘導する。一方、腐生菌や虫害に対しては、植物ホルモンであるジャ
スモン酸（JA）を合成し、JA 応答性の防御応答を誘導する。古くから、
SAR と JA シグナルは拮抗的に作用することが知られているが、その分
子機構は殆ど明らかになっていない。本研究では、SAR の誘導機構と、
SAR による JA シグナルの抑制機構を理解するために、まず高効率なタ
ンパク質合成を可能にするコムギ胚芽由来の無細胞タンパク質合成系を
開発し、植物免疫関連タンパク質を網羅的に合成した。AlphaScreen シ
ステムを用いたタンパク質相互作用解析及び遺伝学的解析等により、
SAR と JA シグナルの鍵転写補助因子である、それぞれ NPR1 と JAZ
が、共通のリプレッサーWRKY 転写因子を標的にすることで SA 応答性
遺伝子群を発現誘導することを明らかにした。また、NPR1は JAシグナ
ルを正に制御するMYC転写因子と直接相互作用することでMYC依存的
な遺伝子発現を抑制することを見出した。これらの結果は、各ホルモン
シグナルが鍵転写補助因子を介して相互作用し、複合的な環境刺激に応
答している事を示唆すると考えている。 
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